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タ
イ
ト
ル: 

『

汐

製

菓

会

社

の
新

作

4
3

 

ア
イ
ス3

』  

シ
ー
ン1

: 

発

端 

(

舞

台

は
汐

製

菓

の
オ
フ
ィ
ス
。
社

長

・
汐

は
デ
ス
ク

に
座

り
、
ア
イ
デ
ア
を
練

っ
て
い
る
。
秘

書

の
塩

田

が

書

類

を
持

っ
て
入

室

す
る
。) 

汐:

（
快

活

に
）「

さ
あ
！

新

作

だ
！
『

ア
イ
ス3
』
の

4
3

作

目

だ
よ
、
塩

田

！

」 

塩

田:

（
書

類

を
片

手

に
困

惑

顔

）「
『

ア
イ
ス3

』
の

4
3

作

目

？

も
う
ア
イ
ス
だ
け
で
そ
こ
ま
で
行

っ
ち
ゃ

っ
て
る
ん
で
す
か
？

」 

汐:

「

そ
う
！

今

回

は
さ
ら
に
す
ご
い
ぞ
！

次

の
ア
イ

ス
は…

…

『

エ
ビ
ピ
ラ
フ
味

』
だ
！

」 

塩

田:

（
一

瞬

沈

黙

し
て
）「…

…

エ
ビ
ピ
ラ
フ…

味

で
す
か
？

」 



 

2 

 

汐:

「

そ
う
だ
よ
！

ア
イ
ス
と
エ
ビ
ピ
ラ
フ
、
誰

も
や
っ

た
こ
と
が
な
い
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
だ
ろ
！

だ
か
ら
こ

そ
、
僕

た
ち
が
や
る
べ
き
な
ん
だ
！

」 

塩

田:

「

え
え
と…

お
客

様

は
そ
れ
を
喜

ん
で
く
だ
さ

る
ん
で
し
ょ
う
か…
？

」 

汐:

「

大

丈

夫

、
塩

田

く
ん
。
驚

か
せ
る
こ
と
が
大

事

な
ん
だ
。
面

白

き
こ
と
も
無

き
世

を
面

白

く
！

ま
ず

は
作

っ
て
み
よ
う
！

」 

 

シ
ー
ン2

: 

味

見
の
悲

劇 

(

試

食

室

で
、
汐

と
塩

田

が
エ
ビ
ピ
ラ
フ
味

の
ア
イ
ス

の
試

食

を
行

っ
て
い
る
。
開

発

担

当

者

が
見

守

る

中

、
塩

田

は
不

安

そ
う
。) 

汐:

「

こ
れ
が
我

ら
の
新

作

、『

エ
ビ
ピ
ラ
フ
ア
イ

ス
』
！

さ
あ
、
さ
っ
そ
く
味

見

だ
！

」 
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（
汐

は
自

信

満

々
に
ア
イ
ス
を
す
く
い
、
口

に
運

ぶ
。

塩

田

も
一

口

食

べ
る
。
） 

汐:

「…
…

！

！

」 

塩

田:

「

う
っ…
こ
れ
は…

…

（
顔

が
崩

れ
る
）
」 

汐:

（
苦

笑

し
な
が
ら
）「

エ
ビ
の
風

味

、
す
ご
く
出

て

る
ね…

…

」 

塩

田:

「

出

過

ぎ
で
す…

…

。
お
米

の
冷

た
さ
が
ま
た

…

奇

妙

な
感

じ
で…

。
」 

開

発

担

当

者:

「

少

し
塩

が
強

く
な
り
す
ぎ
ま
し
た

か
ね…

」 

塩

田:

「

塩…

田…

で
す…

」 

汐:

「

塩

田

く
ん
、
革

新

に
は
失

敗

が
つ
き
も
の
さ
！

さ
あ
、
次

は
お
客

様

に
試

し
て
も
ら
お
う
！

」 

 

シ
ー
ン3

: 

国

内
試
食

会
の
波
乱 
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(

と
あ
る
大

型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
広

場

で
、
汐

製

菓

の
新

商

品

試

食

イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
る
。
ブ
ー

ス
に
は
通

行

人

が
次

々
と
集

ま
り
、
エ
ビ
ピ
ラ
フ
味

の
ア
イ
ス
に
興

味

を
持

っ
て
い
る
。) 

汐:

「

さ
あ
さ
あ
、
新

作

ア
イ
ス
！
『

エ
ビ
ピ
ラ
フ
味

』

を
お
試

し
く
だ
さ
い
！

一

口

で
新

感

覚

！

」 

（
塩

田

が
後

ろ
か
ら
、
や
や
不

安

そ
う
に
ブ
ー
ス
を

覗

く
） 

塩

田:

「

社

長

、
本

当

に
大

丈

夫

で
す
か…

？

」 

汐:

「

大

丈

夫

さ
！

見

て
、
み
ん
な
興

味

津

々
だ

よ
！

」 

（
通

行

人

た
ち
が
次

々
と
試

食

を
す
る
が
、
み
ん
な

微

妙

な
表

情

） 

通

行

人

A
:

「

こ
れ…

甘

い
の
か
、
し
ょ
っ
ぱ
い
の
か

…

？

」 

通

行

人

B
:

「

エ
ビ
の
味

が
こ
ん
な
に
強

い
な
ん
て…

」 
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塩

田:

「

や
っ
ぱ
り
、
社

長

、
ち
ょ
っ
と
無

理

が
あ
っ
た

の
で
は…

？

」 
通

行

人

D
:

「

も
う
一

つ
も
ら
っ
て
い
い
で
す
か
？

」 

塩

田:

「

え
っ
！

？

リ
ピ
ー
ト
で
す
か
？

」 

通

行

人

D
:

「

な
ん
か…
変

な
味

だ
け
ど
、
ク
セ
に
な

る
か
も
。
」 

汐:

「

ほ
ら
ね
！

最

初

は
驚

く
け
ど
、
慣

れ
れ
ば
ク
セ

に
な
る
ん
だ
よ
！

」 

 

シ
ー
ン4

: 

海

外
試
食
の
大
挑
戦 

(

別

の
日

、
東

京

で
開

催

さ
れ
る
国

際

フ
ー
ド
フ
ェ

ス
。
多

く
の
外

国

人

観

光

客

が
賑

わ
い
を
見

せ
る

中

、
汐

製

菓

も
ブ
ー
ス
を
構

え
て
い
る
。
汐

と
塩

田

が
外

国

人

相

手

に
試

食

を
促

し
て
い
る
。) 

汐:

「H
e

llo
! T

ry
 o

u
r n

e
w

 'S
h

rim
p

 P
ila

f Ic
e

 

C
re

a
m

'! It

’s v
e

ry
 s

p
e

c
ia

l!

（
こ
ん
に
ち
は
！

新
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作

の
『

エ
ビ
ピ
ラ
フ
ア
イ
ス
』
を
ぜ
ひ
お
試

し
く
だ
さ

い
！

と
て
も
特

別

な
味

で
す
！

）
」 

塩

田:

（
心

の
声

）「

本

当

に
大

丈

夫

か
な
、
こ
れ

…

」 

（
外

国

人

観

光

客

が
興

味

を
持

ち
、
試

食

カ
ッ
プ
を

受

け
取

る
。
恐

る
恐

る
口

に
運

ぶ
と…

） 

外

国

人

観

光

客

1
:

「W
h

a
t
…

?

（
な
ん
だ
こ
れ
？

）
」 

外

国

人

観

光

客

2
:

「It

’s…
 w

e
ird

 b
u

t
…

 n
o

t 

b
a

d
?

（
変

な
感

じ
だ
け
ど
、
悪

く
な
い
か
も
？

）
」 

外

国

人

観

光

客

3
:

「T
h

is
 is

 c
ra

z
y

! B
u

t
 k

in
d

 

o
f g

o
o

d
.

（
ク
レ
イ
ジ
ー
だ
け
ど
、
な
ん
か
い
い
か

も
。
）
」 

（
汐

は
自

信

満

々
の
表

情

で
頷

き
、
塩

田

は
少

し
ほ

っ
と
す
る
） 

汐:

「S
e

e
, s

a
lt

田

く
ん
！

世

界

中

で
受

け
入

れ
ら

れ
て
い
る
！

」 
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シ
ー
ン5

: 

市

場
調
査

とS
N

S

の
反
響 

(

試

食

会

が
終

わ
り
、
オ
フ
ィ
ス
で

S
N

S

の
反

応

を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
汐

と
塩

田

。
画

面

に
並

ぶ
コ
メ
ン
ト
の

数

々
。) 

塩

田:

「

社

長

！S
N

S

で
エ
ビ
ピ
ラ
フ
ア
イ
ス
が
バ
ズ

っ
て
ま
す
よ
！

」 

汐:

「

お
お
！

つ
い
に
き
た
か
！

ど
ん
な
反

応

？

」 

塩

田:

「
『

驚

き
の
味

！

で
も
ク
セ
に
な
る
』
と
か
、

『

挑

戦

的

す
ぎ
る
ア
イ
ス
』
っ
て
意

見

が
多

い
で
す

ね
。
で
も
賛

否

両

論

で
す
。『

こ
れ
は
ア
イ
ス
じ
ゃ
な

い
！

』
っ
て
コ
メ
ン
ト
も…

。
」 

汐:

「

ほ
ら
、
賛

否

両

論

こ
そ
成

功

の
証

だ
よ
！

チ
ャ

レ
ン
ジ
し
な
き
ゃ
革

新

は
な
い
ん
だ
。
」 

塩

田:

「

確

か
に
、
こ
こ
ま
で
話

題

に
な
っ
て
る
っ
て
こ

と
は
、
挑

戦

し
て
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね…

。
」 
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シ
ー
ン6

: 

海

外
進
出
の
夢
と
大
ど
ん
で
ん
返

し 

(

オ
フ
ィ
ス
で
汐

が
海

外

の
取

引

先

と
電

話

中) 

汐:

「

そ
う
だ
よ
、『

エ
ビ
ピ
ラ
フ
ア
イ
ス
』
を
ア
メ
リ
カ

に
輸

出

す
る
ん
だ
！

絶

対

ヒ
ッ
ト
す
る
よ
！

」 

（
塩

田

が
横

で
心

配

そ
う
に
見

て
い
る
） 

塩

田:

「

本

当

に
大

丈

夫

で
す
か
ね…

？

」 

汐:

「

世

界

は
広

い
ん
だ
よ
、
塩

田

く
ん
！

エ
ビ
ピ
ラ

フ
ア
イ
ス
を
愛

す
る
人

た
ち
が
ど
こ
か
に
い
る
は
ず

だ
！

」 

（
電

話

が
終

わ
り
、
数

日

後

） 

塩

田:

「

社

長

！

ニ
ュ
ー
ス
で
す
！

な
ん
と
、
南

極

の

研

究

チ
ー
ム
が
エ
ビ
ピ
ラ
フ
ア
イ
ス
に
夢

中

に
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
！

」 
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汐:

「

南

極

！

？

そ
う
か
、
氷

の
世

界

な
ら
ア
イ
ス
の

感

覚

が
違

う
ん
だ
な…

！

次

は
南

極

向

け
の
商

品

開

発

だ
！

」 

塩

田:

（
呆

れ
な
が
ら
）「

ま
た
変

な
方

向

に…

」 

 

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン: 

「

こ
う
し
て
汐

製

菓

は
、
新

し
い
挑

戦

を
続

け
る
の
で
あ
っ
た
。
次

な
る
冒

険

は
ペ
ン
ギ
ン

味

の
ア
イ
ス
！

？

汐

の
奇

想

天

外

な
旅

は
ま
だ
ま

だ
続

く
。
」 

（
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
が
流

れ
、
幕

が
閉

じ
る
） 

 

終
わ
り 

 


